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◆
８
月
の
歳
時
記
◆

『
戦
争
と
尼
崎
』

８
月
１
５
日
は
終
戦
の
日
で
す
ね
。
今
回
は
、
敗
戦
が
色
濃
く
な
っ
て
き
た
８
０

年
前
の
尼
崎
市
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
大
阪
に
隣
接
す
る
工
業
都
市
で
あ
る
尼
崎
に
は
、
す
で
に
鉄
鋼
や
電
力
な

ど
基
幹
的
な
工
業
施
設
が
あ
り
軍
需
生
産
上
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
米
軍
は
、
尼
崎
を
爆
撃
目
標
都
市
と
し
て
位
置
付
け
、
爆
撃
を
４
回
に
わ

た
り
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
神
戸
な
ど
周
辺
地
域
の
爆
撃
の
余
波
を
受
け
Ｂ
２

９
の
空
襲
は
計
８
回
に
及
び
ま
し
た
。
も
っ
と
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
昭
和
２

０
年
６
月
１
日
と
６
月
１
５
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

〈
空
襲
体
験
記
よ
り
〉

「
西
長
洲
、
金
楽
寺
、
全
滅
。
（
中
略
）
旭
染
料
、
尼
崎
ホ
ー
ロ
ー
、
小
西
鉄
工
等

要
す
る
に
全
部
焼
失
、
黒
煙
ま
だ
も
う
も
う
た
り
。
防
空
壕
に
入
り
た
る
人
は
殆
ん

ど
死
せ
り
」
ま
た
別
の
手
記
に
は
、
一
ノ
坪
牧
の
と
う
ふ
屋
附
近
で
子
ど
も
を
抱
い

た
ま
ま
息
絶
え
た
母
親
や
太
平
市
場
辺
り
で
防
空
壕
を
出
た
と
こ
ろ
を
直
撃
さ
れ
た

遺
体
の
惨
状
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
１
５
日
に
は
、
尼
崎
の
市
街
地
が
明
確
に

焼
夷
弾
空
襲
の
目
標
と
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
ふ
た
た
び
市
域
南
東
部
の
市
街
地
を

中
心
に
被
害
が
あ
り
、
市
内
最
大
の
軍
需
工
場
で
あ
っ
た
住
友
金
属
工
業
プ
ロ
ペ
ラ

製
造
所
が
壊
滅
す
る
な
ど
、
軍
需
生
産
に
も
被
害
が
及
び
ま
す
。

〈
空
襲
体
験
記
よ
り
〉

「
６
月
１
５
日
、
空
襲
警
報
発
令
で
表
へ
出
た
途
端
、
焼
夷
弾
が
目
の
前
の
地
面
に

突
き
刺
さ
り
、
び
っ
く
り
し
て
後
ず
さ
り
し
て
助
か
っ
た
が
、
声
も
出
な
い
怖
さ
で

し
た
。
当
時
、
私
は
国
道
二
号
線
近
く
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
近
所
の
方
と
人
家

の
少
な
い
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
（
昔
は
国
鉄
神
崎
駅
）
の
方
へ
と
逃
げ
ま
し
た
が
、
現
在
の

合
志
病
院
あ
た
り
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
焼
夷
弾
が
民
家
に
落
と
さ
れ
、
ま
た
た
く
間
に
、

空
一
面
夜
の
ご
と
く
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
」

戦
争
は
、
大
人
の
み
な
ら
ず
若
い
学
生
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
ま
す
。
当
時
、
尼

崎
高
等
女
学
校
の
原
田
光
子
さ
ん
は
、
昭
和
２
０
年
、
動
員
学
徒
と
し
て
市
内
の
古

河
電
工
で
働
く
事
に
な
り
ま
す
。
中
に
は
薬
莢
棒
を
洗
う
仕
事
に
回
さ
れ
、
希
硫
酸

で
作
業
を
す
る
た
め
、
薬
が
飛
ん
で
セ
ー
ラ
ー
服
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
同
級
生
も

い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
工
場
で
空
襲
が
あ
り
、
逃
げ
遅
れ
た
原
田
さ
ん
は
、
思
わ
ず

目
の
前
の
工
場
長
専
用
の
防
空
壕
に
飛
び
込
み
ま
す
。
中
に
い
た
人
か
ら
「
出
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
怖
く
て
足
が
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
「
こ
ん
な
時

に
外
に
出
ら
れ
る
も
の
か
。
こ
こ
に
い
た
ら
い
い
」
と
い
う
別
の
声
が
し
た
。
今
で

も
そ
の
時
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
原
田
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

①「最近、男の人、多くない？」という声を聞かれ

た事ありませんか？ 実は近年、２８％前後で推移

していたパス尼の男性入居者ですが、ここ最近３

１％とグッと右肩上がりとなっています。実数は男

性４４名、女性９９名とまだまだ女性優位ではあり

ますが、何となく頼もしい空気へと変化している気

がします。② 昨今は、個人情報の問題もあり気軽に

「どこ出身？」なんて聞けなくなりましたが、パス

尼の方の以前の住所地は、兵庫県９１戸、大阪府３

３戸、その他が３戸。市町村でいくとやはり１位は

尼崎市３０戸、２位は神戸市２１戸、３位は大阪市

１４戸、４位は９戸で西宮市と川西市が同位。５位

は８戸で宝塚市、６位は６戸で豊中市となっていま

す。尼崎市外の方、多いですね～。③現在、パス尼

のご入居者の平均年齢は男性85.6歳、女性87歳。

女性は全国平均と同じですが、男性は全国平均が81

歳なので4.6歳も長寿という事になります。（素晴ら

しい！）最高齢の方は百寿を超えておられますが、

最若齢の７０代の方との差は男女とも20歳を超えま

す。最高齢の方から見れば70代の方は、まだまだヒ

ヨッコかもしれませんね～。汗

令和６年度

パストラールシニア大学
今年度も多彩な講師をお迎えし、充実した内容で

お届けしています。講師陣からその受講姿勢を絶賛

されていた皆さま。今年度も是非ご参加下さい。

＊毎回フロントにお申込み下さい（席に限りがあります）

＊当日は、学生証も忘れずに！

第３回

『自分には伝える使命がある』

・日時：８月２３日（金）１４時～

講師： 関西学院大学２年

大森 渚生 氏
女の子として育った大森さんは、性の違

和感に苦しみ葛藤してきた。中学時にカ

ミングアウト後は、同じ思いをする当事

者を少しでも減らそうと高校２年生から

精力的に講演活動などをしている。

パス尼のミニ最新情報
＊パス尼＝パストラール尼崎


